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卒業必修 保育士必修 幼稚園教諭必修 選択（ 卒業 ） 

授業科目名：教職教養演習Ⅰ 

英語表記：Teaching Professionals Educational 

AdministrationⅠ 

単位数：1単

位 
（半期）演習 

担当教員名：山畑昭司 

ナンバリング：2601 担当形態：単独 
科 目／系 列 ／ 

施行規則に定める科目区分 
または事項等／教科目 

／ 

【授業の到達目標及びテーマ】 

1.公務員試験の流れや、勉強の方法、各自が受ける地域の試験内容について理解できる。 

2.公務員試験「一般教養」の各領域における内容と各自の力を確認し、苦手領域を克服でき

る。 

3.面接試験のポイントを把握し、模擬面接を通して回答力を身につけることができる。 

【授業の概要】 

公立の保育所や幼稚園、認定こども園の保育士や幼稚園教諭に就職するには、各自治体が実

施する職員採用試験に合格が不可欠である。試験内容は一般教養試験、専門教養試験、論作

文、面接等である。本講義では、公立の保育士・幼稚園教諭を目指す学生を対象に、公務員試

験受験の基礎知識・学習方法・一般教養の身につけ方、論文作成・面接の受け方を学ばせる。 

【学科の卒業認定・学位授与の方針との関連】 関連性 
【知識・理解・技能】 
1．保育・教育に必要な専門的知識を修得している。 〇 
2．子どもの心身の発達特性や健康について理解している。  
3．保育・教育の実践的な技能を身に付けている。  
【思考・判断・表現】 
1．多面的な視点から問題を解決する対応方策を考えることができる。 〇 
2．保育者として実行すべきことを実態に照らして判断し、選択することができる。  
3．保育・教育の意図やねらいを、保育実践を通して表現することができる。  
【関心・意欲・態度】 
1．子どもを取り巻く社会の現状に関心を持っている。 〇 
2．保育・教育に責任感を持って、協働して取り組もうとする意欲を持っている。 〇 
3. 子どもの権利と最善の利益を尊重する態度を身に付けている。  

【授業計画】 

第１回：授業の目的、学習計画  

第２回：公務員試験について  

第３回：一般教養（文章理解・国語・文学）  

第４回：一般教養（思想・日本史・世界史）  

第５回：一般教養（法律〈日本国憲法、教育関係法規〉） 

第６回：一般教養（政治・経済） 

第７回：一般教養（判断推理） 

第８回：一般教養（地理・芸術）  

第９回：一般教養（数学）  

第１０回：一般教養（数的理解）  

第１１回：一般教養（数的数量）  

第１２回：一般教養（社会） 

第１３回：小論文対策 

第１４回：面接対策  

【授業時間外の学習】 
・受験希望の自治体の情報を

随時ＰＣ等で調べる。 

（１時間程度） 

 

・高校時代の教科書、参考書

を用いて、自学する。  

（各分野１時間程度）  

 

・テキスト中の授業予定分野

の練習問題に目を通して授業

に臨む。  

（１時間程度） 
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第１５回：志望動機の書き方、前期試験に向けて 

定期試験：筆記 

【授業の方法】 
講義と主体的な「学び合い」を織り交ぜて行う。パソコンで自治体採用試験概要の調べ学習を行っ

たり、グループワークを行ったりもする。授業の振り返りを提出させフィードバックする。 
【テキスト】 

『2026年度版 公立保育園＆幼稚園をめざす保育士・幼稚園教諭 採用試験問題集 論作文・

面接対策』保育士試験研究会編 実務教育出版 

【参考書・参考資料等】 
『幼稚園教育要領解説』文部科学省、『保育所保育指針解説』厚生労働省 

『市役所上・中級 教養・専門試験 過去問500 2026年度版』資格試験研究会 実務教育出版 

【学生に対する評価】 
試験（70％）、提出物（15％）、授業参画度等（15％）。 

ルーブリックを活用し、総合的に評価する。 
【履修上の注意】 

・公務員試験希望者の学生を主な対象とする。 
・チューターズルーム・図書館を利用して積極的に予習・復習をする。 
・積極的に学ぶ意欲のある学生の受講が望ましい。 
・２年生前期に公務員試験のほとんどが実施されるため、学びを先取りする意欲が必要。 

実務経験の有無：有 実務経験：元公立学校教員採用試験委員 
【実務経験を生かした教育内容】 
 元教員採用試験委員の経験を活かし、問題の解説・面接指導等を行い、公務員試験受験希望者の実

力を養成する。 
 




